闘病記を用いたナラティブ教材より統合失調症の回復を学生はどう受けとめたか：
テキストマイニング分析より
小平朋江　いとうたけひこ
【目的】入院中心医療から地域で当事者が生活する支援という精神看護学での理論と実践の変化がある。闘病記は、病いの理解だけでなく当事者の生き方を学ぶことでの偏見低減効果や、より深い人間理解が得られ、講義だけでは不足しがちな教育的効果が期待できる。心光(2013)は精神科看護師は「どのような回復像を持って支援」しているのか視点が明らかでないと指摘した。本研究の目的は、ナラティブ教材を用い、統合失調症の回復の語りに対する学生視点での受けとめや効果の特徴をテキストマイニングで明らかにすることである。【方法】1．対象： 2年生で2014年度「精神看護援助論Ⅰ」履修者（151名）のうち同意した119名である。2．手続き：ナラティブ教材は、古川奈都子（2001）『心を病むってどういうこと？：精神病の体験者より』で、教員がp.12～13、p.34～39を朗読した。調査は15コマ中14コマ目で実施した。3．調査内容：質問項目は、教材に対して、「関心を持つことができたと思うか」「役に立ったと思うか」「もっと知りたい（読みたい）と思うか」で、1)そう思わない2)あまりそう思わない3)どちらとも言えない4)ややそう思う5)そう思う、への回答と、「印象に残ったこと」「感想」の自由記述である。テキストの量的分析には、Text Mining Studio Ver.4.2を用いた。4．倫理的配慮：本研究は第一著者所属大学倫理委員会の審査を得て実施した（認証番号14051）。【結果】質問項目に対して、学生の84.0%が関心を持ち、86.6% が役立つと思い、76.5%がもっと知りたい、という回答であった。自由記述のテキストマイニングの単語頻度分析の結果、印象に残ったことの上位10単語は、「思う」「人」「残る」「印象」「寛解」「病気」「生きる」「力」「ジャンプ」「言葉」であった。感想の上位10単語は、「思う」「人」「わかる」「統合失調症」「病気」「感じる」「状態」「寛解」「患者」「気持ち」であった。原文参照すると、印象に残ったことでは「生きる力を身につけたや生きる知恵と力は以前よりついたという言葉」、感想では「発病前の状態にはもどることができず、社会に適応しながら寛解という状態で生きている」などが見られた。【考察】野中(2011)は、新たな回復概念は「精神障害をもつ方々の手記活動から生まれた」と意義づけた。質問項目に対する回答からは学生のポジティブな受けとめが得られた。印象に残ったことや感想より、学生は教材を通して当事者が回復を「生きる」姿を受けとめていることが分かった。闘病記をナラティブ教材として活用することは、学生が当事者の回復した姿のイメージを持ちやすくする教材として意義は大きいと考える。○本研究は平成27年度～平成29年度科研費基盤研究C（課題番号:15K11827）の助成を受けた。
